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去る 9 月 26 日、東京メトロ東西線南砂町駅改良工事の現地

見学会が開催されました。この見学会は当研究会特別会員の東

京地下鉄株式会社第一建築工事所、並びに鉄道本部工務部建築

設計第一課の皆様にご案内いただき、23名の会員の皆さまが参

加されました。 

見学に先立って同社第一建築工事所建築第一課 貞山健一様

（2022 年 11 月時点）他皆さまから工事事務所の会議室にお

いて事業概要の説明をいただきました。その後、工事現場内に入り、地下 2 階ホーム部、地下 1

階乗降場・電気機械室などのそれぞれを見学させていただきました。以下に説明いただいた概要を

記載します。 

 

 

 東京メトロ東西線は東京都の JR

中央線中野駅から都心部を貫通し、

千葉県の JR 総武線西船橋駅に至

る全長 30.8km の地下鉄路線で

す。東西線は、元々中央線・総武線

の混雑緩和のためのバイパス路線

として計画されました。東西線開通

により浦安市・市川市内の地域では都心への利便性が飛躍的に向上したことから、急速に宅地開発

が進み、1990年代以降東西線は総武線を上回る激しい混雑が常態化するようになりました。 

そのため、民営化前の営団地下鉄時代より 

●全列車の 10両編成化による定員増加 

●浦安以西各駅停車の「通勤快速」の新設による混雑平準化 

●ワイドドア車の導入による乗降時間短縮 

●CS-ATC化による運転間隔の短縮（最短 2分） 

を行ってきましたが、これらの対策が完了した 2010 年代に入っても混雑状況は好転せず、混雑

率は国内最高となる 199％（木場→門前仲町 7:50～8:50）を記録し続けました。 

そこで新たな対策として 

（1）ワイドドア車（15000系）の増導入（2017年完了） 

（2）門前仲町駅のホーム拡幅（2013年完了） 

（3）南砂町駅の 2面 3線化：線路容量の増大 
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（4）茅場町駅のホーム拡張：東西線ホームを延長・階段増設・停車位置変更・日比谷線ホーム拡幅 

（5）木場駅のホーム拡幅：ホーム上の混雑解消 

（6）九段下駅折り返し機能向上：引上線の平面交差解消 

が立案され、各計画とも鋭意工事が進められています。 

 

 南砂町駅は 1969年に開業しました。開

業当時、駅の真上には洲崎川という運河が

あり、川を埋め立てることができず、南砂町

駅は陸上で分割して作ったトンネル函体を

埋める「ケーソン工法」により建設されまし

た。このため出入口の設置場所も制限を受

け、改札口はホーム両端というレイアウト

となりました。 

 開業時は周辺が工場ばかりだった南砂町

駅も、1990 年代以降再開発により高層マ

ンションが多く建設されました。このため、

東京メトロでは、東西線全体の混雑緩和も兼ねて南砂町駅の南側にもう１面ホームを増設し、2面

3線化する大規模改良を行うことを 2011年に決定しました。 

 南砂町駅の 2面 3線化は、駅前後の区

間を含む440mについてトンネルを外側

に拡大し、南側にもう 1 面島式ホームを

増設します。これにより、現在の 2 番線

（中野方面行き）は線路の両側にホーム

が付く上下線兼用ホームになり、朝のラ

ッシュ時は先行列車が駅を出ないうちに

もう 1 本ある線路に後続列車を進入させ

る「交互発着」が可能となり、遅延の抑制

が実現できます。 

 トンネルの改築は列車を運行しながら

行うため、現在のトンネル躯体を包むよ

うに新しいトンネルの躯体を構築しま

す。1番線（西船橋方面行き）についても

線路を外側に移設できるため、現ホーム

の幅が 6m から 9m に拡張されます。ま

た、駅の両端はポイントがあるためトン

ネル内に中柱を設けられず、トンネル天

井が厚くなります。東西線は当駅のすぐ

東で線路が地上に出るためホームが浅い

位置にあり、天井が厚くなると地下 1 階

の階高を十分確保することができませ

ん。そこで、現在ホーム両端にある改札口

はどちらも廃止し、新たに駅中央の線路上部に改札口を集約します。 

1,026.69 ㎡（310.55 坪） 
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 工事は現在、2022 年 3 月から 2024 年 10 月までを工期とした 1 期工事の建築・電気工事

が進められています。新 B 線仕上げ工事、地上部駅舎新設及び既存上屋、既存駅施設等撤去まで

を今回行い、2 期工事で新 C 線、新 A 線切替の仕上げ工事が行われます。この日は地上部建物の

駅舎棟、地上用電気室が、地下 1 階部分では電気室の間仕切り及び内装工事が、更に地下 2 階部

分では新 B線の軌道敷設工事が、進められているとのことでした。なお、2期工事は 2024年 10

月以降を見込んでいるようです。 

見学後の質疑で、この工事の特徴が紹介されました。コロナ禍の影響もあり工事コストの徹底し

た削減を進めていて、仕上げの見直しではコンクリートの打ち放し個所を多くするなど、建築工事

全体で 10%程度のコストを切り詰めたとのことでした。 


